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　相模原市では、5月と11月を「いじめ防止強化月間」と定めています 。本校でも、家庭・

学校・地域が一体となり、「いじめをしない、させない、許さない」温かな学校づくりを推進

しています 。今月の学校だよりでは、特に大切にしたい「ちがい」の尊重と「他者理解」に

ついてお伝えします。

「ちがい」があるから、学校はおもしろい

　学校にはたくさんの子供たちがいます。一人ひとりの顔が違うように、心の中にある「好

き」や「苦手」も千差万別です。

好きなことのちがい：カレーが好きな子もいれば、ケーキが好きな子もいます。算数が得

意な子もいれば、体育で体を動かすのが大好きな子もいます 。

過ごし方のちがい：休み時間に「たくさんの友達と元気に遊びたい」子もいれば、「少人数

で静かに過ごしたい」子もいます 。

考え方のちがい：何かを決めるとき、自分とは全く異なる意見を持つ友達に出会うことも

あります 。

　これらの「ちがい」は、決して「どちらが良い・悪い」というものではありません 。むし

ろ、自分とは違う視点やアイデアを持つ友達がいるからこそ、新しい発見があり、学校生活は

より豊かで面白いものになるのです 。

「自分と同じ」を押し付けないために

　いじめの発端の一つに、自分の「当たり前」を相手に強要してしまうことがあります 。 例

えば、「自分はこれが好きだから、あなたも好きになりなさい」と言われたらどう感じるでし

ょうか。自分の大切なものを否定されることは、とても悲しく、イライラする気持ちにつなが

ります 。この「嫌だな」という感情が、他者を傷つける行為に結び付いてしまうことがあり

ます 。相手との「ちがい」を感じたとき、「そういう考え方もあるんだな」と一度受け止めて

みることが、他者理解の第一歩です 。

コミュニケーションで「心のすれ違い」を防ぐ

　良かれと思って発した言葉や、悪気のない行動が相手を傷つけてしまうことがあります 。

言葉を補って伝える：短い言葉（「いいよ」「何で来るの？」など）は、受け取り方によっ

て意味が変わってしまいます 。相手がどう受け取るかを考え、丁寧な言葉を補うことが大

切です 。

相手の気持ちを想像する：友達が困っている様子はないか、自分の行動で嫌な思いをして

いないか、常に想像力を持って接することが大切です 。

「いじめ防止」は、学校と家庭が手を取り合って進めていくものです。この機会に、ぜひお子

様と一緒に「いじめ防止」について考えていただければと思います。
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